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社会福祉法人における
全体と拠点別の

財務偏差値システムの構築について

令和4年11月11日

横浜市立大学大学院
データサイエンス研究科

黒木 淳



本日の報告内容

1. 本システム構築の理論的背景

2. 社会福祉法人全体の財務偏差値システム
の開始と状況について

3. 社会福祉法人拠点の財務偏差値システム
の構築に向けて
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社会福祉法人の制度改正は有効であったのか?

社会福祉法人における内部留保の議論
• 特別養護老人ホームにおける内部留保の多寡の指摘 (日本

経済新聞2011年7月7日付)
• 社会福祉法人の不透明さの改善が要求
• 社会福祉法改正他に基づき財務諸表開示をシステム化

先行研究（非営利組織の内部留保関係）からの示唆
→ 現金保有に関する議論

1. 不確実性・世代間の衡平性 (Hansmann, 1990)
2. エージェンシー問題 (Core, Guay and Verdi, 2006)
3. その他 (ガバナンス・投資機会) の要因 (Ramirez, 2010)
4. 寄付提供などによるバランス（Vansant, 2016）
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財務諸表はどのように活用できるのか?

法人全体の財務状況を明らかにし、経営分析を
可能にするとともに、外部への情報公開にも資す
ること（社会福祉法人会計基準の制定について）

• 官公庁への報告目的

• 外部報告目的（説明責任含む）

• 内部報告目的（経営管理目的）
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PDCAサイクルによる経営戦略の実現

 マネジメントとしてすべき事柄
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ビジョン・ミッション
経営戦略

長期経営計画

年度計画
予算編成

執行（業務）

評価

改善

・ビジョン・経営計画の検討
・外部環境の動向確認
・投資・新事業に関する意思決定

現状

ミッション

戦略

・月次（日々）の業績管理
・目標・業績に対する評価
・改善の実施

(参考) 谷 (2013)

＜（臨時的）意思決定問題＞

＜業績管理問題＞



社会福祉法人のアスピレーション?

• アスピレーション:熱心さや野心のこと

• アスピレーション・レベル:成功を経験し，失敗を避け
たいという欲求によって動機付けられるレベルのこと
(Weiner 1989)

• アスピレーションの欠如 (lack of aspiration):財務業
績の実績値がアスピレーション・レベルを超えているこ
とから経営者が財務業績の実績値に満足している，ある
いは関心を持たない状態のこと

• 業績の期待値としてのアスピレーション･レベルを実績
値が超えた場合，業績を満足いくものにするための解決
策を探す行動の全般であるサーチに負の影響
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アスピレーション・レベルと経営改善行動
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業績

アスピレーション・レベル

サーチ（経営改善行動）

アスピレーション・ロストの領域

参考：佐々木 (2017, 3）



中小企業におけるアスピレーションと管理会計実践（黒木ほか 2021）
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  (1) (2) (3)  (4) 

Constant  0.240  0.273  0 .138  0.281    

  (1 .135)  (1 .259)  (0 .709)  (1.360)    

Asp_sales  -0 .357 ***       

  (-3.251)        

Asp_cost     -0 .295 ***     

    (-2 .904)      

Asp_ni      -0 .639 ***   

      (-6.102)    

Asp_total         -0.278  ***  

        (-6.328)    

lnEmp  0.373 *** 0.372 *** 0.352 *** 0.345  ***  

  (8 .967)  (9 .003)  (8 .655)  (8.417)    

Volati li ty   0.045  0.137  -0 .015  0.012    

  (0 .127)  (0 .388)  (-0.039)  (0.031)    

Bnis  0.355  0.317  0 .198  0.294    

  (1 .050)  (0 .907)  (0 .602)  (0.890)    

ΔSale  0.110  0.143  0 .122  0.107    

  (0 .662)  (0 .858)  (0 .729)  (0.641)    

Debt  -0 .000  -0 .000  -0 .000  -0.000    

  (-1.199)  (-1 .052)  (-0.937)  (-1.100)    

Namd  -0 .237 *** -0.241 *** -0.238 *** -0.237  ***  

  (-2.724)  (-2 .747)  (-2.807)  (-2.755)    

Ind  YES  YES  YES  YES   

Accountant  YES  YES  YES  YES   

N  483  483  483  483    

adj. R2   0.471  0.471  0.500  0.497   

(注 ) 変数の定義は本文を参照されたい。それぞれ表中上段は係数を，下段括弧内は t 値を示
している。 ***は 1%水準以下で有意であることを示している。  

(出所 ) 筆者作成。  
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民間非営利組織の定義と理論

共同財理論（Weisbrod 1975)
• 政府の供給に対し超過需要があるとき、その他の経済セクター

が公共財を供給
• 民間企業が困難である場合、政府以外の第三の経済セクターと

して、非営利組織が共同財を供給

信頼理論（Hansmann 1980)
• 非営利組織は剰余金の分配を禁じる非分配制約 (Non-

distributional Constraint) 
• 情報の非対称性が懸念される医療，福祉，教育などの分野は，

契約の失敗 (市場の失敗) を避けることができるため、サービ
ス利用者が利潤獲得を第一に考える営利企業よりも安心してサ
ービスを享受



非営利組織における財務指標の考え方

11

年間支出額 年間収入額

利益
（剰余金）

管理費

資金調達費

事業費効率性①

効率性②

事業収入

寄附金

補助金

その他収入

収入のバランス
財務健全性①

資産 ¥¥ a a

負債

純資産

(次期以降の
サービス充実

へ)

財務健全性②

貸借対照表



専門家と研究者との連携イメージ
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理論と応用

観察・調査
開発・設計

実践

会計人

研究者

経営者

澤邉 (2009) を修正

①理論化
（教科書，資格）

②応用・実践へ
（教科書による試験）

医師

患者

医学部

サーベイ，業績向上支援
新たな臨床事例
財務データ

管理会計は
役立つのか？

新たな研究

研究代表者：澤邉紀生（京都大学）
研究分担者：足立洋（県立広島大学），市原勇一（京都大学），岡田幸彦（筑波大学），黒木淳（横浜市立大学），
篠原巨司馬 （福岡大学），尻無濱芳崇（山形大学），飛田努（福岡大学），福島一矩（中央大学），吉川晃史（関西学院大学）
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https://www.yokohama-cu.ac.jp/news/2022/20221102kuroki.html



社会福祉法人経営者のアスピレーションを喚起する

• 厚生労働省への公文書公開請求によって，2016年度から
2020年度までの全社会福祉法人財務諸表データを取得

• 横浜市立大学と総合福祉研究会で大量データを用いた主成
分分析及びサーベイによって，財務改善に役立つ7つの財
務指標を設定

• 同一都道府県・同一業種で7つの指標それぞれでベンチマ
ークを設定し，達成度について財務偏差値を表示

• （これまで可視化されなかった）財務指標に関する7つの
指標のアスピレーション・レベルを提示することで，社会
福祉法人経営者の財務指標に対するアスピレーションを刺
激する
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社会福祉法人における財務情報の取得

16(出所) 厚生労働省『社会福祉法人会計基準の構成と作成する計算書類等について』



当該研究の目標

データとエビデンスに基づく経営（EBMgt）

課題１ 社会福祉法人における財務情報の意味は?

課題２ 意思決定に有用な財務指標は?

課題３ 財務指標の活用方法は?
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２つの独自性・新規性（知的財産）

1. 業種分類法:9割収入源基準

2. 意思決定を促進させる７つの指標
• 経常増減差額率
• 1人当たり生産性
• 事業費比率
• 人件費比率
• 債務償還年数
• 事業活動収支差額率
• 固定⾧期適合率
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財務偏差値システムの構築（全体）
2022年運用開始



頂戴したご意見

1. 偏差値だけでなく，ベンチマークとなる数値も
示してほしい。

2. 偏差値４０以下，６０以上の場合，大まかにど
のあたりになるのか教えてほしい

3. 地図の見方がわからない。
4. XXXX年度の結果がみられない（未報告のため

偏差値が存在せず）
5. 2020年度の結果を早くみたい。
・・・
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社会福祉法人における財務情報の取得（再掲）

22(出所) 厚生労働省『社会福祉法人会計基準の構成と作成する計算書類等について』



財務偏差値システムの構築（拠点別）

※構築中
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拠点別財務偏差値における課題

1. 業種分類・本部経理の取り扱い

2. 7つの指標の再検討
• 経常増減差額率
• 1人当たり生産性
• 事業費比率
• 人件費比率
• 債務償還年数
• 事業活動収支差額率
• 固定⾧期適合率
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拠点別情報と指標選択の課題

拠点別情報に伴う課題
• 本部拠点の存在には意図があるのか?
• 法人による戦略的・裁量的な費用シフト

の存在の有無
• 貸借対照表の妥当性
• 各事業で取得可能な情報とのマッチング
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